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学界展望
新しい高等学校学習指導要領と
　　　　大学教育における基本問題
　　　　　　　一般教育学会
細　野　英　夫
　課題研究「高等学校学習指導要領改訂にかかわる大学教育の問題」のもと
に一般教育学会が，昭和56年11月21日（土）甲南女子大学にお』いて，次のよう
なプログラムにもとづいて開催された。
　13：00～13：10　開会挨拶　報告および提案
　　　　　　　　友松芳郎（関西大学）
　13：10～13：30　オリエンテーション
　　　　　　　　　　　扇谷　尚（甲南女子大学）
　13：30～13：50　高等学校における新学習指導への
　　　　　　　　取り組み　　　　　　岸田善三郎
　　　　　　　　　　　（大阪府立四条畷高校校長）
　13：50～14：20　高校・大学入試・大学一般教育
　　　　　　　　一国立大学の入試を中心にして一
　　　　　　　　　　　松井栄一（京都教育大学）
　14：20～14：40　高校・大学入試・大学一般教育
　　　　　　　　一私立大学の入試を中心にして一
　　　　　　　　　　　後藤邦夫（桃山学院大学）
　14：40～15：00　質疑応答
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15：15～17：00◎協議　課題研究の取り組み方
　　　　　　　　　司会　西川善良（甲南大学）
　　　　　　　　　　　竹村松男（金沢大学）
　　　　　　　　　　　東慎之介（京都大学）
　　　　　　　　　　　荻原明男（近畿大学）
　　　　　　　　　　　布目潮楓（大阪大学）
　　　　　　　　　　　二宮まや（関西大学）
　　　　　　　　　　　堀地　武（香川大学）
17：00～17：20　まとめ
17：30～18：30　懇親会（第1学生会館）
以下，プログラムの順に従って，特にそこで提言された内容について記録
し報告とする。
1．オリエンテーション
　“高校・大学間の新しい連続的関係の樹立を目指して”　扇谷　尚
　ここで扇谷氏は次の提言をしている。
①高校・大学間の新しい連続的関係の樹立をめざして，両者間の全体を流
れる有機的要素を創りだすために，高校2・3学年（高等普通教育前期）
と大学1・2学年（高等普通教育後期）を一セットとして把握し，両者の協
力による新プログラムの編成。
　その際，（1）一般教育を受けた者の所有する能力を明らかにして，高校・
大学の共通目標と分担目標を確認する。（2）国民教育機関としての高校カリ
キュラムの中で進学課程を正しく位置づけ，正しく機能させるために，大
学が指導的役割を果すこと。
②学問を中核にすえて，いかに生きるかと現代社会の問題解決とを結合さ
せる一般教育の実施（総合科目としての一般教育）
③推論の厳正さ（法則性）と意昧の拡大深化（課題性）の，学問する上で
の学生の弱さを弱さとしてはっきり指摘して，学生を励ます評価の実施（
単一科目としての一般教育。liberal　education的性格が濃い）
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④一般教育の授業科目に履修の順次性を設ける（初級・中級・上級用）・
そして，一般教育にconcentration学習を可能にすること。
⑤高校での履修が不ぞろいのため，placement　testなどにもとずいて，
大学でカリキュラム・ガイダンスの実施
2．新学習指導要領への取り組み　　岸田善三郎
1）新学習指導要領について
2）各府県の動き
3）近畿各府県（奈良・京都・滋賀・兵庫・和歌山・大阪〉
4）四条畷高校での取り組みの概要（別紙に試案の一例を示す。資料1）
5）新教育過程の編成と学校経営上の諸問題
　「新指導要領の発足する57年入学時まで幾日の余裕もなく，現に，教科書
は発注済みである。…中略…それが意図する高校教育革新の真の引き金と
　いう使命が，一般の眼からみればまことにぼやけていると考えられる。そ
　れにしても，一にも二にも現場各高等学校の主体的取り組みが肝要と考え
　られるのであって，特色づくりを目指した今日的課題の第一歩とみるべき
であろう。すなわち，新指導要領への取り組みを通じて，換言すれば，新
教育課程編成作業の過程を通じて，まず教員全体の意識の変革が何よりも
大切と思料する次第である。それとともに，次の国際社会において創造性
　あるリーダーシップをとるべく選別するをこそ共通一次・二次の存在理由
　の一つとするならば，先記ミニマムの基礎学力を，現在よりは基礎的，よ
　り低位，より精選にこそ置かれて然るべきではないかと愚考する次第であ
　る。」
　以上は，岸田氏よりの提言であるが，注目すべきは，新しい教育課程編成
の基本方針は何かということと試案として示した教育課程例である。
○新教育課程編成の基本方針
　（1）学校の主体性を尊重し，特色ある学校づくりができるようにする。
　（2）生徒の能力・適性・進路・興味・関心に応じて編成し，人間として調和
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　のとれた育成を目指す
（3）学校の教育活動全体を通じて，道徳性を養うとともに，体育を重視する
（の地域や学校の実態に応じて，勤労にかかわる体験的な学習をおこなう。
資料2．として試案として示された教育課程例を示す。（資料1別表）
3．高校教育・大学入試・大学一般教育
　一国公立大学の入試を中心として一　　松井栄一
　1高等学校教育課の現行と改訂の比較表（概要）
　　（文部省作成　新高等学校学習指導要領附録）
　n昭和57年実施の高等学校学習指導要領改訂に対応する。昭和60年度以降
　　の共通一次学力試験の出題教科科目の国立大学協会中間まとめ
　皿昭和57年度共通一次学力試験志願者数
　lV昭和56年度国公立大学入学者選抜における「論文試験」の実施状況
　V高校教育・大学入学者選抜と大学一般教育
　　大学の一般教育・専門教育で何をなすべきか
　松井氏は，文部省，大学入試センター，内外教育等よりの資料をもとにし
て発表したが，資料IIとして添付された高等学校教育課程比較表（概要）を
示す。（資料2別表）
4．私立大学入試と大学一般教育　　後藤邦夫
　1．平均的私学における3教科・3科目制入試の実状
　2．高校教育の現場での問題一入試および入学者からの推察一
　3．大学入学者の問題一とくに一般教育から見て一
　4．今後追求すべき課題
　後藤氏は，ここで，私学入試の特徴を3教科・3科目への定着を第1にあ
げ，入試はほとんどこのタイプが不可避となったとしていること，このため
高校教育現場では，次のようなひずみができていることを指摘している。①
英語および国語の受験対策による内容のひずみ　②選択した科目以外の社会
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科科目の学習不足③文系における数学および理科の軽視。また，大学入学
後の一般教育における問題として，断片的事項の正解の暗記のクセが身に付
き，多様な学説や解釈を前提とする全体的把握ができないこと，文系では常
識的レベルの知識すら欠除しており，理系では例外を除き中学レベルにも達
しない場合が多いことを問題としている。
　今後追求すべきことの1つとして，3教科・3科目制入試の比重を下げる
ための多様な入試の採用の可能性をさぐることにあるとしている。
5．まとめにかえて
　以上，研究集会の概要を紹介したが，最後にまとめにかえて，今後考察を
進めねばならないと思われる点をあげてみる。第1は，高校と大学との連係
を，新しい原理と法則の発見をもとにより強固なものとする。第2は，高校
指導要領の改訂の主旨を正確に把握し，高校における諸問題の解決と新しい
方向への推進に協力する。同時に，大学入試及び教育に生かす。第3は，大
学の一般教育と高校教育との連続的関係を多面的に把握する。
　　（出所　一般教育学会第1課題研究集会資料集）
（ほその　ひでお，一般教育，生物・自然科学概論）
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試案の一例（56．11．4）資料1
学年 1年 2　年 3　　年 合　計教科　　科目　　　戴　　萄　　　類型 共通 共通 共通 文 理
????国　語　1 4 5
14～16
国　語　■ 4 4
国語表現 2 2△
現　代　文 3 2
古　　　典 4 3
????現代社会 4 4
12～17
日　本　史 4 5040
世　界　史 4 4
地　　　理 4 5040
倫　　　理 2 2△
政治・経済 2 2△
?????数　学　1 4 4
13～16
数　学　1 3
代数・幾何 3 3
基礎解析 3 3
微分・積分 3 3 3
確率・統計 3 2△ 3
????理　科　1 4 5
12～16
理　科　■ 2 2△ 32
物　　　理 4 5▲
化　　　学 4 4
生　　　物 4 3× 5▲
地　　　学 4 3×??体　　　育 7－9 4・2 4・2 3 男13，女9保　　　健 2 1 1??音・美・書1 2 2 94音・美・書1 2 2
???英　語　1 4 5
15～17
英　語　■ 5 5
英　語■A 3 2△
英　語■B 3 3
英　語HC 3 2
家庭 家庭一般 4 2 2 女　4教科・科目の計 30 30 30 30 90???ホームルーム 1 1 1 1 6クラブ活動 1 1 1 1
補完充実教育活動 2 2 2 2 6
総　　　　　計 34 34 34 34 102
備　　　　　考
文（R満矯目
理（○▲より1科目
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高等学校教育課程比較表（概要資料2
改 訂 教 育　課　程 現 行 教 育 課 程
教科 科　　目 標　準
単位数
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科目
○
備 考 科　　目
標　準
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○
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??○ ??????1典l　H，1Lr一一1一一l　l古：團　典　1　　1II乙l　　l
【?
現代社会 4 ○ 当分の間、特別の事情がある場合は、現代社会は倫理、政治・経済 倫理・社会 2 ○ 世界史、地理A、地理Bは第1又は第2学年、倫・社、政・経、目本史
日本史 4 の履修をもって代えることができ 政治・経済 2 ○ は第2又は第3学年で履修させるこるo とが望ましい。
世界史 4 日本史 3 う 5一一ロー　一一　肝：日　・社　会
地　理 4
ア』”7’一「“曹｝1日1世8地Ii　　　l　　　l　　　l
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世界史
地理A
? ??? 倫社??? 政経??? 　1??本：畠　　　　　　　　Il史1
ご一自ロ　ー需→
倫　理
政治・経済
? ??? 地理B 3 目 r琶丁地印τ一蒐rl　　　　　　I　　　　　　0　　　　　　1肝界　1理　1理　ll　　　　　l　　　　　I　　　　　l
l、皇」、A」、丑」
会
数　学
数学1
数学豆
代数・幾何
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??○ 　　　1微　1　　　房積l　　　I・分I　　　Ir”rr”r－”T一”→1数I I代　確　　1基解l
i嘗i：讐1辮礎析1
L一」　L＿一一1＿＿L＿」
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数学一般
数学L
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??????
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1
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B
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??
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又　学
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理　科
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理科豆
物　理
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又
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一一＿＿＿1＿＿＿＿L＿＿」＿＿＿当
英語1 4 英語且は、英語1に引き続き履修初級英語 6させるようにするo英語且A、英
英語豆 5 語H　B、英語且Cは、英語nと並英語A 9
英語豆A 3 行して選択履修させるo 英語B 15 英語A、英語B、ドイツ語、フラン
外国語 英語皿B
英語HC
ドイツ語
? 「「rlr曹「…一智一r
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英語会話
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??? ことが望ましいo
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専門教育を主とする学科における 専門教育を主とする学科における専
卒業所要単位 80以上専門教育の教科・科目の最低必修 卒業所要単位 85以上門教育の教科・科目の最低の必修単
』単位数30 位数35
（注）rドイツ語」、rフラソス語」及び外国語に関するその他の科目の標準単位数については、設置者の定めるところによるo
?????
